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学校法人　九州国際大学 



学校法人九州国際大学 
理事長  迎　　雄 

校法人九州国際大学は、５０有余年の歴史と伝統を有し、

付属中学校、付属高等学校、大学、大学院の学生・生

徒７，３００名を擁し、中学から大学院までの一貫教育を目指す北

九州市内でも有数の学園であります。 

　本学園の活動内容につきましては個別に広報してまいりま

したが、これらをまとめて学園総合広報誌として、このたび

本学園の活動状況を広く学生・生徒・保護者の皆さまのみな

らず地域の方々にご紹介させて頂くことになりました。 

　平成１６年は干支では庚申、ものごとの始まりの年であります。教育の分野では国立大

学の独立行政法人化、ロースクールの開設など新たな改革が始まる年でもあります。 

　本学園も、この改革の動きに遅れることなく、これからも社会に役立つ有為な人材の

育成を目指し、魅力ある学園づくりに励んでいく所存であります。そして、地域に愛さ

れる学園としてこの広報誌を通して皆さまとともに歩んで行きたいと思います。 

学 

九州国際大学 
学長  大原　　英 

報化時代を迎え、大学においても広報活動が重視される

のは異論のないところである。その意味で、この度の各

部門別ではなくて、学園全体としての広報活動を有機的・効

果的に行うための学園総合広報誌の発刊は、時宜を得た企画

であるといえよう。広報誌は、学園全体のさまざまな活動を

映す「鏡」であり、対外的には学園の学生募集戦略をリード

するものとして、或は地域や社会への貢献等についての理解

を促すものとして、又、対内的には学園の活性化や学園構成

員（ＯＢ・保護者等を含む）の情報の共有化に資するものとして極めて重要な機能を果

すものである。そして、広報の内容は各部門のいろいろな事柄に亘るが、あくまで受け

手に分り易くかつ正確であることが求められる。又、広報活動は現代社会のニーズに迅

速に対応するものでなければならないし、各部門の学内情報を日頃からどのように収集し、

編集するかについて工夫を凝す必要があろう。学園のあらゆる情報が発信される広報誌

を通して、本学園全体の力が一層向上することを期待したい。 
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九州国際大学付属高等学校 
校長  大村　寛 

世紀の明日を担う若者達が豊かな社会性と優れた創造

力を培い、自ら考え、自ら責任がとれる大人に成長す

ることは、私たち教職員すべての願いであります。九国大付

属高校は、昭和３３年「社会に役立つ人材の育成」を掲げて男

子部を創設し、５年後「明るく、清く、淑やかに」を目標に

女子部を開校、平成１２年、二千年の世紀の開幕に「ゆとりと

オンリーワン」を目指して一貫部を開校と着実な資質向上と

組織の充実に努めて参りました。さらに大学移転に伴い、高

校校舎の立替えも順調に進み、女子部の校舎のみとなり、本年度完成すれば抜群の教育

環境と施設設備を備えた学校ができ上がる。そのような中で男子部、女子部、一貫部が

独立して、各々の建学の精神を追求しながら、競い合って、「北九州に九国付属あり」と、

高い評価と厚い信頼に耐えられる学園の創造に覚悟を新たに、邁進したい。 

　本誌発刊にあたりご尽力いただきました各位に心から感謝申し上げて挨拶とします。 

　今後とも、みなさま方のご理解ご支援の程よろしくお願い申しあげます。 
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　九州国際大学は、国際的人材を輩出すべく語学教育
に力を注いできました。また学生たちも、交換留学や
私費留学、語学実習等で中国、韓国、インドネシア、
アメリカ、オーストラリア、ドイツなどで生きた外国
語を身につけています。 
　これまでの外国語教育の蓄積をふまえ、さらなる充
実を図るべく語学教員を中心に様々な検討がなされ、
新年度から新たな語学教育のカリキュラムが実施され
ることになりました。 
　新しい語学教育カリキュラムの柱は、英語の必修化・
習熟度別のクラス編成・多様な選択必修科目の設置で
す。 
　本学に開設されている外国語科目は、英語・中国語・
韓国語・インドネシア語・フランス語・ドイツ語があ
り、これまではこれらの科目を学生が自由に選択でき
るシステムを採用していました。 
　このシステムはある意味で多様な言語を学べる利点
はありました。しかし社会の国際化・情報化のなかで、
英語はコンピューター操作同様、日常生活で欠かせな
い道具になっています。また同時に大学は、中学以来
の英語学習を実際に使えるレベルまで高める責任を負
っています。そこで新しい語学教育カリキュラムでは
英語を必修化し、他の言語を選択科目とすることに変
更しました。 
　入学してくる学生の英語力は様々です。学生の学び
の意欲を維持するため、また「使える英語力」を育成
するため、英語の習熟度のレベルにあわせて、基礎ク
ラスから特別クラスの４段階に分け、事前のプレース
メントテストによってクラス分けされ、各レベルに応
じた教育を行えるようにしました。これによって英語
を初めて学ぶ留学生や英語が苦手な学生から、英検２
級以上を目指す学生まで自分のレベルにあった授業が
受けられることになります。 
　この習熟度別クラスは、昨年から本格的に実施され
ていますが、どのレベルの学生からも「非常に学びや
すい」と好評です。 
　選択科目群についても英語を充実させており、オー
ラルコミュニケーション・ライティング・リーディン
グ・トーイック英検対策など、これも各レベルで用意
されています。 
　紙面の関係でそれ以外の様々な改革を紹介できない
のが残念ですが、語学教員は様々な検討を重ねながら、
「使える語学力」「検定試験合格」を目標に語学教育
に励んでいます。 

　公認会計士試験は、司法試験と並ぶ最も合格が難し
い国家試験です。この難関国家試験に本学卒業生・在
学生が挑戦し、合格の栄冠を獲得しています。久しぶ
りに生まれた彼等の合格は、在学生の大きな励みとな
っています。 
　まずは立石浩将さん（経済学部平成１１年卒）を紹介
しましょう。彼は２次試験の短答式・論文式試験に合
格し、現在公認会計士補として監査法人の国内最大手
のひとつである中央青山監査法人に所属し、３次試験
の受験資格を得るべく実務経験を積んでいます。 
　立石さんは長崎県の上五島高校から経済学部に入学
し、友人に誘われて大学の授業ではじめて簿記に接し
たそうです。そこで簿記のおもし
ろさにとりつかれ、勉強を重ねる
なかでどうせなら簿記の勉強を極
めたいという思いが強くなり、公
認会計士挑戦を決意したそうです。 
　公認会計士合格には猛烈な受験
勉強が不可欠です。彼はゼミの指
導教授のアドバイスを受けながら受験勉強に励み、卒
業後も初志を貫徹すべく受験勉強をつづけて、見事合
格されました。 
　もう一人の挑戦者は、経済学部を今春卒業した加倉
井孝宏さんです。加倉井さんは在学中にすでに２次試
験の短答式試験に合格し、現在は論文試験合格に向け
勉強中です。大学在学中に短答試験に合格することは、
一流大学といわれる大学でもなかなか難しいと言われ
ています。 
　加倉井さんは若松商業高校出身で、高校時代に得意
だった簿記の勉強を生かすため、経済学部に進学しま
した。そして入学後さっそく本学の資格取得を目的と
した附属教育施設であるエクステンションセンターで
簿記１級対策講座を受講し、簿記会計分野の勉強を深
めていきました。 
　彼も立石さん同様、簿記を極めるために公認会計士
をめざし、大学の授業と平行して専門学校にも通いな
がら猛勉強を続けてきました。大学では簿記会計の勉

強のほか、経済史などの勉強に
も興味をもって取り組んだそう
です。 
　彼らに共通するのは、自分の
目標に向かって努力し続ける姿
勢です。これはどの分野にも当
てはまることです。彼らに続く
学生が増えることを今御期待し
たいと思います。 
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立石  浩将さん 

加倉井  孝宏さん 



　これまで開設されていた「学生相談室」が「学生相
談・修学支援室」に生まれ変わって２年目を迎えまし
た。 
　この全国に例のない新しい修学支援体制に多くの大
学や高校から注目を集めています。 
　近年の少子化の進行、大学進学率の高まりのなかで、
本学に進学してくる学生の入学動機、学力、意欲など
が多様化しています。その結果、「大学になじめない」
「友達ができない」「大学の勉強についていけない」
「将来の進路が不安」等の悩みをもつ学生も増えてき
ました。 

　このことは
①目的意識の
希薄化、②基
礎学力の欠如、
③学習習慣の
未確立、④対
人関係スキル
の未確立、⑤
集団適応の難
しさ、など教

育指導に特別な配慮を必要とする学生が増大している
ことを意味します。 
　このような学生に対応するには、従来の「学生相談
室」でのカウンセリングだけで解決することは難しく、
学生生活をあらゆる面から支援し、一人ひとりの学生
の成長・発達を支援し、その能力開発をはかるため全
学的に統合的なシステムの構築が必要となってきまし
た。こういった議論をふまえて生まれたのが「学生相
談・修学支援室」です。 
　学生相談・修学支援室は、心理カウンセラー、各学
部の教員から選任された修学支援委員、事務職員のス
タッフが常駐し、各種の個別相談、カウンセリングの
ほか、大学での居場所を提供するための交流会や各種
イベント、自己発見・自己理解を促進するための各種
体験、定期試験不安解消講座、成績相談会、各種調査
研究などを行っています。 
　また、これらの活動は単に学生相談・修学支援室に
とどまらず、ゼミの担当教員、関係部署との連携を行
うことでフォローアップする体制を構築しています。 
　大学に入学してきた新入生がまずとまどうことは、
これまでの「集団」の世界から急に「個」の世界に放
り込まれることです。与えられたクラスもなく、与え
られた時間割もありません。高校までならクラスで自
然に友人が作れたことも大学では自分で動かなくては

なりません。しかも、ゆとりのある時間割に生活のリ
ズムを作り上げることもはじめは苦労します。 
　また大学の授業は、これまでの答えを導き出すとい
う高校までの授業から、概念を積み重ねながらある事
象について考え理解するということが中心になり、勉
強方法や授業の理解度について誰もが少なからぬ不安
を感じてしまいます。 
　このよう
な高校と大
学のギャッ
プに心的ス
トレスを感
じることで、
勉強への意
欲を失った
り、孤独感
を感じたり、
目標を失っ
てしまう学生が増えてくるのです。 
　このギャップと心的ストレスを取り除くことが、大
学教育の導入期において非常に重要な課題となります。
本学においても１年生からの入門演習や様々な行事な
どを行っていますが、この学生相談・修学支援室は直
接一人ひとりの学生と関わる非常に重要な役割を担っ
ています。 
　２年目を迎え、学生の間でも気軽に立ち寄れるスペ
ースとして認知され、月を追うごとに利用者が増えて
います。修学支援室のフリースペースでは、様々な学
生が思い思いに集まって来て、その中から新たな人間
関係を作ったり、修学支援の先生達とうち解けた関係
を築いたりしている姿を目にすることができます。 
　このように学生から認知されてきたことは嬉しいこ
とですが、見方を変えればそれだけ大学でのギャップ
に悩む学生が多いということになります。今後学生相
談・修学支援室の機能をさらに充実させ学生の悩みや
不安を解消して、彼らに充実した学生生活を送れるよ
う支援したいと思っています。 
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選手時代のイマム氏 
福田　登美男監督 

●指導方法・競技内容 
　ウエイトリフティング競技内容は、体重別に８階級に分かれ、
スナッチ、ジャークのそれぞれ３回の試技の一番重い記録の
トータルで総合成績を競い合います。練習にあっては、ただ
単に重いものを上へ持ち上げるのではなく、筋力、スピード、
バランス、瞬発力、集中力とメンタル面で非常に気を使う競
技で、指導にあっては練
習だけではなく、スポーツ
を楽しむことをモットーに
指導しています。 
●選手について 
　以前は、高校時代から
の経験者はおらず、一般学生で大学からの指導を行ってい
ましたが、現在、部員数は３９名在籍し、出身は北陸、中国、
四国、九州地区で、すべてが経験者です。昨年度のスポー
ツ推薦では、京都府から日本高校新記録を樹立し、次期オリ
ンピック候補も推薦で入学しています。また、女子のウエイト
リフティングも公式競技として認定され、女子の勧誘活動も
考えています。 
●主な成績 
平成１５年度全日本学生選手権大会 
　　　　　　　団体１部リーグ５位 
平成１５年度西日本学生選手権大会 
　　　　　　　団体１部リーグ１位（４連覇） 
平成１５年度全日本学生個人選手権大会 
　　　　　　　８５kg級個人優勝…高橋竜太【法律２年】 
平成１５年度内閣総理大臣杯国民体育大会 
　　　　　　　県代表として１１名出場 
●福田監督のコメント 
　重量挙部は創部４１年を迎え、ＫＩＵドームの充実した施設
の中、全国優勝を目指し、日々 努力をしています。ウエイトリフ
ティング部も含め、大学には多くのサークルがありますが、Ｏ
Ｂであります私自身が、学生生活のありかたを振り返ると、学
業とスポーツの両立を基盤とした中で、九州国際大学で培
ったものを生かし、心の礎として立派な社会人となってもらい
たいと思います。 
●福田監督の経歴 
日本オリンピック委員会強化ス
タッフ（コーチングスタッフ） 
福岡県ウエイトリフティング協
会理事 
国民体育大会１４回出場 
全日本社会人大会　２位 
ジュニアウエイトリフティング強
化コーチ 

イマム トハリ氏 

●高大連携について 
　バドミントン部の歴史は古く、昭和４０年代から同好会とし
て活動を開始、平成に入ってからサークル部に昇格し現在
に至ります。平成１４年から全国大会レベルの本学付属高
校と連携した指導体制のもと練習を行っています。それによ
り付属高校をはじめとする実力校から選手を受け入れること

が可能となりました。現在、部員数２８名（男
子１９名、女子９名）を擁するチームとなり、
毎日大学ＫＩＵドームで汗を流しています。 
●指導体制について 
　付属高校と連携した指導体制により、元
世界ランキング４位で付属高校女子部コー

チのイマム・トハリ氏の指導を受けれるようになりました。また、
フィジカルトレーニングには理学療法士の作成したメニュー
で無理のない筋力アップを行っており、『心、技、体』を鍛える
場となっています。 
それにより次のような成績を修めることができました。 
●主な成績（平成１５年度） 
第５２回全九州学生バドミントン選手権大会 
　　女子団体………………優勝（初出場、初優勝） 
　　女子個人シングルス…優勝　山田紘実【経済１年】 
　　女子個人ダブルス……優勝　山田紘実【経済１年】 
　　　　　　　　　　　　　　　仲間　愛【経営１年】 
文部科学大臣杯争奪 
第５２回全日本学生バドミントン東西対抗競技大会 
　　西軍代表………………山田紘実【経済１年】 
平成１５年度全日本学生選抜海外遠征（台湾） 
　　選抜メンバー…………山田紘実【経済１年】 
●イマム氏のコメント 
　今までの経験をいかし、技術面だけでなく精神面も併せ
て伝えていきたいと考えています。また、選手のみんなには
バドミントンを上手くなるだけではなく、楽しんでもらいたいと
思います。 
●イマム氏経歴 
１９７８年インドネシア生れ 
１９９５年から２０００年までインドネシアナショナルチームに所属 
世界ランキング最高順位　４位 
主な成績　１９９６年　オーストラリアオープン３位、香港オープン３位 
　　　　　１９９７年　インドオープン優勝、ポーランドオープン準優勝 
　　　　　１９９８年　インドネシアオープン３位 
　　　　　１９９９年　ジャパンオープンベスト８ 
２００２年１２月より本学園に所属 
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　高校の運動部員の中には、競技者としてのレベルが
今現在は高いが、日常生活に於ける自己管理が甘く、
卒業後はダメになってしまう選手が見うけられます。
一馬君の強みは、練習に取り組む姿勢はもとより、こ
の大切な管理を徹底してやることの出来る意志の強さ
です。学業成績もクラスではトップ近くを維持し、疑
問点があれば徹底して研究する、探究心の強さが現在
の彼を築いています。 
　何はともあれ、将来は日の丸を着けて付属出身３人
目のオリンピック選手になって欲しいと思います。 

平成１６年度　大学合格状況（４月１４日現在） 
（国公立大） 

名 古 屋 大  

筑 波 大  

広 島 大  

九 州 大  

九 州 工 大  

長 崎 大  

熊 本 大  

鹿 児 島 大  

北九州市立大 

そ の 他  

合 計  

１ 

１ 

４ 

７ 

７ 

７ 

３ 

６ 

１４ 

３４ 

８４ 

（国立準大） 

職業能力開発大 

防 衛 大  

水 産 大  

そ の 他  

合 計  

３ 

９ 

５ 

７ 

２４ 

（私立大） 

慶 応 大  

早 稲 田 大  

同 志 社 大  

立 命 館 大  

関 西 大  

西 南 学 院 大  

立命館アジア大 

九 州 国 際 大  

そ の 他  

合 計  

２ 

６ 

４ 

８ 

１１ 

１８ 

９ 

５４ 

２８４ 

３９６ 

　男子部では、クラス編成がこれまでの「特別進学ク
ラス」「進学クラス」に加えて「特別進学難関クラス」
を新設し、今春スタートとなりました。大学合格者数
の表からもご理解頂けるとは思いますが、本校はこれ
までこのように難関校から一般の大学まで幅広い実績
を上げてまいりました。今回この「特別進学難関クラ
ス」をスタートさせることにより、一般に言われてお
ります「難関大」（旧帝大・早稲田・慶応・医歯薬系
等）に多数の合格者を出すことが主たる狙いです。特
徴としましては、 
・少数精鋭・文理混合クラスで全員に奨学金給付 
・授業進度を速め、主に国公立二次対策に力を入れた
　入試演習の早期実施 
・第二・四土曜日にもサテライト等の授業を実施 
　最後になりましたが、これまでの「特別進学クラス」
「進学クラス」におきましても、更に充実させるべく
日々生徒達とともに精進いたしております。 

　僕の愛読書は『オリンピックへの道』です。重量挙
げ競技で、東京・メキシコ両オリンピックで金メダル
を獲得した三宅義信選手が書いた本です。読むたびに
勇気が湧いてきます。僕が国民体育大会で優勝し、表
彰台から降りてゆくと、その三宅選手から『よかった
なー。おめでとう』と声をかけていただき、握手を求
められました。握ってくれた手は、厚くゴツゴツで固
かった。感激しました。 
　僕は重量挙げをやっている兄の姿にあこがれて競技
を始めました。そして兄の後を追い、九国大付属に入
学しました。とてつもなく強い兄ですが、僕も高校時
代の兄の記録に、あと一歩まで近づく事ができました。
この兄の記録を破れば、来年もインターハイ、国体で

も上位が狙えると思います。 
　日頃遅くまで指導してく
ださる大庭先生や、一緒に
練習して応援してくれる仲
間達のためにも頑張りたい
と思います。 
　卒業後は、大学重量挙げ
界ではトップレベルの九州
国際大学に進学し、オリン
ピック出場を目指して頑張
ります。 



　私は全日本ジュニア選手権大会で準優勝という成績
を出すことができました。これも監督の伊藤先生や、
女子部の監督の明神先生、コーチのイマムさん、クラ
ブの仲間たちのおかげだと思っています。私は中学の
時、県で３位、九州大会でも１回戦で負けるレベルの
選手でした。でも、もっと強くなりたいと思い九国大
付属に入学し、必死に練習を重ねてきました。２年生
の時の新人戦でやっと県１位になれましたが、九州大
会であと一歩の頑張りが利かずに、全国選抜への切符
を逃しました。３年のインターハイでも一つの簡単な
ミスで３回戦で敗れました。８月にインターハイが終
わり、気が緩みかけたところで先生に、「お前はまだ
全国で本当の力を出し切れていない、このまま終わる
気か。」と言われ、目が覚めました。必死で練習して
きたことが出せていないことを自分でももったいない
と感じ、「自分でも勝てる。」という意識を持って練
習しました。全日本ジュニアで勝ち上がっていくうち
に、「大事なのは気持ちなんだ。」ということを改め
て感じました。私はこの学校にきて本当によかったと
思っています。九国大付属出身という誇りを胸に、大
学でも頑張りたいと思います。 

５ 

　私も指導に携わって９年になりますが、彼ほど入学
時から、「強くなりたい。」という強烈な意志をもっ
ていた生徒は初めてでした。３年生のインターハイま
で満足のいく結果が出なかったのですが、私はきっか
けさえつかめば絶対に全国でも勝てると信じていまし
た。誰よりも真摯に練習してきた結果が福岡県男子初
の快挙につながったことは、指導者として何よりも嬉
しいことです。人柄はもとより、向上心、探究心には
素晴らしいものがありますので、更にレベルアップし
て日本を代表する選手になって欲しいと思っています。 



６ 

　年々少子化の影響で受験生が減りつつある状況の中
で、今年の女子部の一般入試が１月２７日（火）に行わ
れ２５３２名が受験した。毎年県下ナンバーワンの倍率を
誇る女子部特進コースは今年２０１３名が志願し、５０．８倍
の高倍率を堅持しその人気振りをあらためて示してい
る。進学コースも２．４倍、国際教養コースは２．８倍と倍
率を昨年より伸ばし、全体として９．９倍の倍率であった。 

　最近の化学部の活動について、研究中の部員と顧問
の二宮先生にお話をしていただきました。 
 
○このところの化学部の活動はとてもめざましいもの
がありますが、最近どんなところで研究成果を発表
されましたか 
平成１６年２月に佐賀大学で九州高等学校化学クラブ
研究発表会に参加しました。 
 
○最近マスコミでも紹介されましたが、どんな新聞や
テレビ番組でしたか 
　毎日新聞「第３１回毎日農業記録賞」 
　ＲＫＢ「サタデー北九州」 
　ＮＨＫ「ゆうどきワイドふくおか」で活動を放送さ
れました。 
 
○「おから」に着目したのはどうしてですか 
　豆腐の凝固作用について調べていく中で、「オカラ」
がかかえている社会問題に出会いました。 
 
○「おからクッキー」を市販するまでどんな苦労があ
りましたか 
　「オカラ」は栄養価が高く、食物センイが豊富な食
材です。しかし、小麦粉を一切使わずに、クッキー
を商品化するのは難しく業者にことわられたりした
ことです。 
 
○今「苗ポット」の開発と実験に取り組んでいるそう
ですが 
　はい。北九州市、大学、企業のご協力のもと、研究
をすすめています。 
 
○地域の方々ともいろいろな交流があるそうですが 
　北九州市立ひびきが丘小学校へ、生徒たちがゲスト
ティーチャーとして、環境学習の授業を行いました。 
 
○これからの化学部の抱負をひとこと 
　いろいろな人達との出会いを大切にして、活動の輪
を広げていきたいです。 
 
ありがとうございました。 
今後の化学部のますますのご活躍をお祈りいたします。 

　平成１６年度の女子部
進路状況は推薦入試、
一般入試とともに、近
年にない好結果がでて
いる。３月３１日現在国
公立大学３１名、大学校
３名、私立大学１７２名、私立短大５３名、留学２名、専
門学校１３８名、就職８名と進路先を決めている。 
　国公立大学の主な合格者数は、九大２、広大１、熊
大１、九工大１、福教大１、佐賀大１、山口大２、鳥
取大１、高知大１、北九大１１、下関市大３、高知女子
大１となっている。 



　今年から女子部の修学旅行は、１年生の３月に３泊
４日で関東方面に行くことになりました。日光東照宮
や東京ディズニーランドは全員で行きますが、２日目
の各コース見学は、個人の選択で浅草コース・横浜コ
ース・鎌倉コースの三つのコースを用意しました。こ
の新しい修学旅行の企画を通してお互いの友情が深ま
り、高校生活の楽しい思い出がいっぱいできました。
（写真　東京ディズニーランドにて） 

７ 

　３月にオランダ・ドイツで行われた国際試合に、２
年生の関谷真由さんが出場し、ダブルス、シングルス
ともに３位入賞を果たしました。なお昨年は、３年生
の小野智子さんが代表に選ばれ、この大会でも活躍し
ました。現在女子部バドミントン部は、１０年連続イン
ターハイ出場を果たしており、記録を更新中です。（写
真　関谷さん） 
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18日 
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7月　3日 
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第１回実力考査 

定期健康診断 
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第３回実力考査 

体育大会 

韓国研修（国際） 

進路講演会 

オーストラリア研修（国際） 
 

ニュージーランド・ホームステイ 

第４回実力考査 

保護者進路説明会 

卒業証書授与式 

修学旅行 
 

進路研究会 

終業式 
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（日） 
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（火） 

（月） 

（火） 

（日） 

（水） 

（火） 
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８ 

　中高一貫部もようやく創立４年目となりました。本
校では、子供達にいちはやい自立と自律、優れた個性・
能力を発揮して貰うため、《挑戦》を主体とする教育
に力を入れています。ここではその実践の一端を学校
行事を中心にご紹介しましょう。 
 
●長崎街道ウォーク 
　本校の一貫教育は２学年を一区切りとし、各々を「基
礎期」「充実期」「発展期」と呼びます。この区分ご
とに独自な行事も多数あります。今年ようやく充実期
までが揃い、４月～５月にかけて各期に応じた総合学
習関連の行事を実施しました。基礎期は３回目となる
〈皿倉登山〉。そして充実期は〈長崎街道ウォーク〉
にチャレンジ！旧長崎街道の木屋瀬～小倉城間（２５キ
ロ）を徒歩で踏破する初の試みです。３・４年生約１４０名
が、往時の旅人の苦労さながらに７～８時間かけて、
１人の脱落者もなく無事ゴールまで辿り着きました。
郷土の姿、歴史・文化を身近に感じるとともに、心身
の鍛練にもつながった意義深い１日を過ごしました。 
 
●自由研究論文優秀者発表会及び文化講演会 
　これも総合学習と関連しま
す。本校は高校入試がありま
せんので、人工的に克服すべ
き壁を用意しています。その
１つがこの〈自由研究論文〉
です。本格的には３年次から
始まり、４年生の夏休み後に
最終提出、その後に審査が行
われ、優秀者が決定します。
分量は原稿用紙３０枚以上と
規定されています。３年の２
学期末には全員が後輩を前に
して中間発表を行ないます。
それぞれが先生方の指導可能
分野一覧表に沿ってテーマを
決め、じっくりと自学自習の
精神のもと考察を深めていき
ます。今回は４年生の優秀者
８名が発表。日本初の宇宙飛
行士として著名な秋山豊寛氏
の講演と同時開催の結果、大勢の方々に見に
来て頂きました。（※併載西日本新聞の記事参照） 
 

 

●海外体験学習 
　６月中旬。４年生が７泊８日の日程でオーストラリ
ア研修旅行に出発しました。イラク戦争やＳＡＲＳの
影響で３カ月延期しての海外研修でしたが、子供たち
はすばらしい体験と出会いを満喫して笑顔で帰ってき
ました。特にメルボルン郊外のカイントンでのファー
ムステイが最も好評で、たくさんの思い出と学習成果
を残しました。異言語・異文化との接触は彼らに大き
な刺激を与え、自ら考えて行動することの大切さを学
んだようでした。今回の研修を新たな自分発見の旅へ
向けての出発点として意識してくれることを願い、私
たちも真の国際人育成の重要な行事と再認識した次第
です。 
 
●第４回音楽祭 
　外部の方々にも好評の音楽祭（於響ホール）も４回
目。中学部中心ですが、合同合唱は４年生が加わり３００
人の声量がすばらしく印象的でした。またクラス対抗
の歌声コンクールは３年Ｂ組が優勝しましたが、下級
生もみごとなハーモニーを聴かせてくれました。この
コンクールの良さは、単純に音楽的センスや技術の練
度を評価するのではありません。当日までの厳しい練
習を通して、子供たち同士、あるいは担任と生徒の葛
藤や努力が実を結ぶ点に尽きると思います。合唱を通
して忍耐や責任、思いやりの心や協調性といった大切
なことを子供達は学びます。聴衆の側もぜひその点に
思いを致しながらご来場頂ければと存じます。生徒が
ホールの２階にまで立つようになった今、年々成長す
る学校の活力を実感しました。 
 
 

●高円宮杯第５５回全日本中学校英語弁論大会 

　優　勝　高橋英里加（３年Ａ組）　全国大会出場 

　第五位　上野　結城（３年Ｂ組） 

 

●第４９回青少年読書感想文コンクール 

　県特選・全国審査入選賞　安部　真代（４年Ａ組） 

　県特選　村下　由季（１年Ｂ組） 

　県入選　飯盛　　侃（１年Ａ組） 

　　　　　安部　恭正（２年Ｂ組） 

　　　　　松下　　愛（３年Ａ組） 

　　　　　八山　陽介（３年Ａ組） 



　九国中高一貫部では、国際教育・英語教育の一環と
して、開校当初から毎年英語スピーチコンテストを学
内で中１～中３年生を対象に開催している。この経験
が実を結んで、学外の大会でも成果をあげている。去
る平成１５年１０月４日に、高円宮杯「第５５回全日本中
学校英語弁論大会」福岡県大会が行われた。福岡県の
各中学校から２９人が出場し、５分間の持ち時間で、自
分の夢や経験、友人、家族のことなどを英語でいきい
きと語った。九州国際大学付属中学３年生の高橋英里
加さんが優勝をした。「物事はあらゆる側面から見よ
う」というテーマで、原子力発電所を見学した経験を
ふまえて、「危険で怖いというイメージだけですませ
てはいけないと思った。真実はあらゆる側面からとら
えることによって見えてくる」と訴え熱弁をふるった。
また、５位に中学３年生の上野結城さんが入賞してい
る。 

９ 

星子友里恵（４Ａ） 
　『日本妖怪考－都市における妖怪概念の新解釈－』 

立和名　梓（４Ｂ） 
　『星の誕生と死について』 

遠藤　千明（４Ｂ） 
　『縄文時代の生活』 

嶋田有梨絵（４Ａ） 
　『ヨーロッパ中世の魔術－魔術と魔女狩り－』 

脇園菜央美（４Ａ） 
　『〈性格〉の総合的研究』 

西頭　　慧（４Ｂ） 
　『モーターの研究』 

増田　祐佳（４Ａ） 
　『金子みすずの研究』 

梅田　陽輔（４Ｂ） 
　『背負い投げと一本背負いで使う筋肉とその鍛え方』 



１０ 

　北九州サッカー協会からの要望を受け、平成１４年度より開始した『付属高等学校男子部におけるサッカー選

手の受入れ』では、以下のとおり早くも学園として非常に喜ばしい成果を実らせ、皆様のご協力とご理解によ

りこの場をお借りしてご報告できることを感謝いたします。 

 

平成１４年度 

①北九州市サッカー協会主催新人戦出場　参加３８チーム中優勝 

 

平成１５年度 

①第８２回全国高校サッカー福岡県大会出場　参加１６チーム中第３位 

②平成１５年度福岡県高等学校サッカー新人大会　参加２４チーム中ベスト１６ 

　（兼　第２５回九州高等学校サッカー新人大会県予選） 

③韓国に国際親善試合のため遠征 

　大学の協定校である東亜大学校を拠点とし、近隣の高等学校との練習試合や親睦を目的として遠征 

在本学園では、地域社会に貢献するためのひとつの方策として、また、優秀な人材の確保と育成を目的と

してスポーツを通じた地域交流が展開されています。 

　開設５０年以上の歴史を持つ教育機関として、地域の優秀な人材の流出を防ぐことは、将来の地域活性化へも繋

げていくための重要な方策と捉え、様々な種目においてこの交流を実施しております。 

　今回は、サッカー部の活動の状況についてご報告させていただきます。 

現 



１１ 

　本学のサッカー部は昭和４３年に同好会として発足し、翌年には部への昇格を果たし既に３５年以上の歴史を持

つサークルです。 

　サッカー部結成の目的は、『スポーツマンシップに基づく人間関係、チームワークを尊び、部員全員の信頼

と人格の形成にある』と記されています。 

　一方、今日までの対外活動における成績は、特に輝かしい成績はこれと言ってありません。しかし、２００３年

より大学におけるスポーツ政策のもとで平成１５年度から各サークルに副顧問の制度が開始されました。これを

契機に、新生サッカー部として産声を上げ、新たな指導体制のもと今後の活躍を期待されているサークルです。

サッカー部設立当初の記録には以下のような記録もあります。 

　このような状況のもと、平成１５年度の活動成果として唯一皆様にご報告できることは、第５０回北九州・下関

地区大学体育大会（秋季）の決勝戦において、九州大学サッカーリーグの１部チームとして対戦し、創部以来

２度目となる優勝をすることができたことです。 

サッカーのゲームは荒々しく激動の渦の中にありながら、知的で組織的に

戦ってゆく現代人の理性と高度な技術戦術を駆使する魅力あるスポーツです。 

２００３年８月１３日付釜山日報 
付属高等学校サッカー部の韓国での国際試合を伝える地元新聞 
“Ｗ杯韓日共同開催後、ますます深まる韓日サッカー交流” 

北九州市は、これまで八幡製鐵、三菱化成などの実業団チームが日本一を極め、メキシコ五輪で銅メダルを獲得した
日本代表チームに４人の選手を送り出し、最近では日本代表の本山雅司選手（鹿島アントラーズ）やアテネ五輪アジ
ア最終予選で活躍した平山相太選手（筑波大）を輩出しています。また、市内小中学校のクラブチームには全国レベ
ルのチームもあり、日本サッカー界の人材の宝庫であります。 
しかしながら、高校年代の優秀な人材は他地域のチームに流出しており、活躍する多くの選手が北九州出身であるこ
とはあまり知られていません。 
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校法人九州国際大学次世代システム
研究所（ＦＲＯＮＴＩＥＲ ＯＦ ＳＯ

ＣＩＯ－ＳＣＩＥＮＣＥ ＳＴＵＤＩＥＳ）
はストック型社会システムへの転換を目指
した中核的研究所を目指し、平成１３年４月
１５日に設立されました。設立以来すでに３
年を経過いたしました。 
　これまでの経緯をふりかえりますと、当
研究所は経済問題と環境問題を統合する 
ＥＣＯ－ＥＣＯ理論（Ｅｃｏｎｍｙ　ａｓ
　Ｅｃｏｌｏｇｙ）に起源を発していると
言えます。 
　この理論から導き出された考え方のひと
つが「ストック型社会システム」という概
念です。すなわち社会インフラ・生活イン
フラ等を多世代にわたり利用できるよう長
寿命化することで、人間の資源循環を地球
の資源循環と同調させ地球環境を持続的にし、
同時に資産の世代間蓄積が進むことで生活
を豊かにし経済構造の健全化を図ることを
目指す考え方です。 
　この考え方に対する活動は先ず平成８年に、
青年会議所等を中心にした市民運動・エコ
エコ研究会から始まりました。当時の通産
省や環境省等の関係機関の支援も得て、定
期研究会、各種小冊子・広報ビデオ等の出版、
シンポジウム・教育イベント等の開催など
を通して世論形成活動が展開されてきました。 
　エコエコ研究会の中から、ＥＣＯ－ＥＣＯの
考え方の理論的検証と具現化に向けた科学
技術・社会技術的専門的研究者による理論
形成の必要性の声が高まり、平成１２年に大学・
行政・民間企業・研究機関等の専門家を中
心にした次世代システム研究会が発足しま
した。 
　更に次世代システム研究会での各種研究
活動の過程において、将来の政策展開に向

けた研究拠点の必要性が求められ、学校法
人九州国際大学に当研究所が設立されるこ
ととなったのです。 
　従って当研究所の主要な研究領域は、ス
トック型社会システムに関する分野です。
この分野を中心に、次世代システム研究会々
員をはじめ各種の団体・機関と研究活動を
展開してきました。平成１４年１０月には研究・
技術計画学会年次大会においては、ストッ
ク型社会システムに関する分野を一単位の
セッションとして、次世代システム研究会々
員を中心に２０件の理論を発表でき、学際的
な観点から高い評価を得ることもできました。 
 
　学会発表では日本をストック型社会シス
テムに転換するための基本的な考え方と理
論に関する総合的な体系の概要を提示して
います。すなわち 
・ストック型社会への転換の必要性と効

果に関する分野 

・ストック型社会具現化に向けた技術的

領域に関する分野 

・ストック型社会具現化に向けた社会シ

ステム関連領域に関する分野 

 
　これらの論文は工学・自然科学・社会科学・
人文科学の各分野を統合的に構成されたも
ので、これによりストック型社会システム
の実現性を検証するアウトラインを得るこ
とができるものと考えます。 
　今後は次世代システム研究会々員をはじ
めとする多くの分野の方々の理論を加え、
本研究所を更に充実させたストック型社会
具現化に向けた総合研究所にしたいと思い
ます。それにより日本をはじめとするアジ
ア諸国を、ストック型社会システムに転換
するために貢献したいと願うものです。 



１３ 

　これまでに当研究所が公的機関等から受
諾した研究・調査等をご紹介します。 
　当研究所が外部から研究・調査等を受託
する場合には、以下の観点を一応の受託の
判断基準としています。 
 
・基本的にストック型社会理論の形成に

関連するもの 

・新たな理論・方法・手法の開発が求め

られるもの 

 
　特に後者については、学校法人に所属す
る研究所の立場から態度を明確にしておく
必要があると考えます。先ずその種の研究
所における調査や研究は基本的に、既存の
知識の移転や既存の規範・基準・手順に基
づいた調査・研究を行うべきではないと考

えています。それらは行政の研究機関やコ
ンサルやアセス会社等民間企業でなされる
べきで、学問周辺の機関においては研究の
基本、すなわち実態調査→課題の摘出→仮
説の設定→検証・実証から、何らかの新た
な理論なり方法・手法の開発等が導き出さ
れることが必要であると考えております。
また当然のことながらその研究・調査は、
社会的に意味ありの対象に関してのみ実施
されるべきであると考えています。 
　当研究所の目的を達成していくためには、
地方行政、中央省庁との政策研究が今後の
重要なテーマとなります。そのため、本学
においてもさらに多くの各分野の専門研究
者のご参画とご協力をいただきたいと考え
ております。 

環境未来技術開発助成金（社会システム） 
『長寿命ストック型社会システムの評価・格付け法の
構築』 

北九州市　環境局 

産業廃棄物系リサイクル改良土壌を活用した自然創生
技術の研究開発及びその実証実験並びに（これらの結
果を踏まえた）自然創生システムの構築《継続》 

（財）北九州産業学術推進機構 
中小企業産学官連携研究開発事業 

黒崎通りづくり検討業務　（Ｎｏ．１２、Ｎｏ．１５） （財）北九州都市協会 

西日本リビングショー特別企画 （財）西日本産業貿易見本市協会 

響灘埋立地Ｄ地区第２区画浚渫工事に伴う生物相調査 （財）北九州都市協会 

響灘緑の回廊基本構想策定業務 

渥美・伊川津風力発電所建設にかかる環境影響評価・
調査 

　上記以外にも様々な分野において講演活動をお引き受けするとともに各種委員会や研究会の委員として当研究所
の研究員が就任するなど、ストック型社会システムに必要な長寿命型社会・循環型社会・自然共生等に関する調査
研究を通じて啓蒙活動を展開しています。 
　これらの概要につきましては、平成１５年１月に発行した『次世代システム研究所の所報第１号』並びに当研究
所のホームページ　http://www.fss-kiu-ac.jpをご参照ください。 

（財）北九州都市協会 
（株）環境テクノス 

日本風力開発（株） 

平
成
１５
年
度 

年 研究・調査の名称 発注者等 



１４ 

収　入　の　部 

学生納付金収入 

手数料収入 

寄付金収入 

補助金収入 

資産運用収入 

資産売却収入 

事業収入 

雑収入 

借入金等収入 

前受金収入 

その他の収入 

資金収入調整勘定 

収支計 

前年度繰越支払資金 

収入の部合計 

４，５７８，８５０ 

１２１，６８０ 

２０，０００ 

１，１５７，４００ 

６１，１１０ 

０ 

７２，３００ 

１１４，６７０ 

０ 

７９２，０１０ 

３２９，３１１ 

△１，０３５，３６７ 

６，２１１，９６４ 

２，６５４，３２５ 

８，８６６，２８９ 

４，５８５，４９７ 

１２４，１２６ 

１３，６４１ 

１，１４９，３３７ 

６３，３８６ 

０ 

７１，３２５ 

１１８，２３７ 

０ 

８７３，９３４ 

３７４，９７６ 

△１，０８５，４１８ 

６，２８９，０４１ 

２，６５４，３２５ 

８，９４３，３６６ 

△６，６４７ 

△２，４４６ 

６，３５９ 

８，０６３ 

△２，２７６ 

０ 

９７５ 

△３，５６７ 

０ 

△８１，９２４ 

△４５，６６５ 

５０，０５１ 

△７７，０７７ 

０ 

△７７，０７７ 

科　　目 予　算 決算 差　異 

〈収入の部〉 
○前受金収入…入学手続者が予測を上回ったこと及び大学入学手続者に年間分の学生納付金一括払があっあたため、
８２百万の収入超となった。 
○その他の収入…大学受託徴収金預り金等の受入増により、４６百万の収入超となった。 
〈支出の部〉 
○教育研究経費支出…消耗品費、印刷製本費等事務関係コスト削減と、学外講師への支払報酬額が予測を下回ったこ
とにより８１百万の支出減となった。 
○管理経費支出…渉外費、旅費交通費、福利費を中心に支払額が予測を下回り３７百万の支出減となった。 

支　出　の　部 

人件費支出 

教育研究経費支出 

管理経費支出 

借入金等利息支出 

借入金等返済支出 

施設関係支出 

設備関係支出 

資産運用支出 

その他の支出 

資金支出調整勘定 

予備費 

支出計 

次年度繰越支払資金 

支出の部合計 

３，４９９，５１８ 

１，００３，１３９ 

４５１，２２９ 

７６，３０２ 

３３３，４６０ 

６，０２１ 

７８，７５２ 

４２９，９８０ 

２０１，４０７ 

△１３，９９０ 

２８，２４１ 

６，０９４，０５９ 

２，７７２，２３０ 

８，８６６，２８９ 

３，４９８，５９２ 

９２２，６１３ 

４１４，５１５ 

７６，３０２ 

３３３，４６０ 

６，０２１ 

７０，６７７ 

４３８，９３８ 

２１３，７６４ 

△４２，３９３ 

０ 

５，９３２，４８９ 

３，０１０，８７７ 

８，９４３，３６６ 

９２６ 

８０，５２６ 

３６，７１４ 

０ 

０ 

０ 

８，０７５ 

△８，９５８ 

△１２，３５７ 

２８，４０３ 

２８，２４１ 

１６１，５７０ 

△２３８，６４７ 

△７７，０７７ 

科　　目 予　算 決算 差　異 

平成１４年度「資金収支決算」 （単位：千円） 

（単位：千円） 

施設・設備等を
取得するため金
融機関等から借
り入れる金額 

翌年度に入学予
定の学生生徒か
ら受け入れる授
業料や入学金等 

教育研究用の機
器備品、その他
の機器備品、図
書などを取得す
るための支出 

収入として計上
したが未収とな
っているものや、
前受金収入とし
て前年度までに
既に受け入れて
いる収入を差し
引くことにより、
資金の収入額を
調整するもの 

支出として計上
したが未払とな
っているものや、
前払金支払とし
て前年度までに
支払っている経
費を差し引くこ
とにより資金の
支出額を調整す
るもの 

特定の目的のた
めに積立た預金
等を取り崩した
金額 

土地、建物、構
築物などを取得
するための支出 

長期・短期の貸
付金の回収額 

平成１４年度決算について 
平成１４年度決算では、支出削減努力等により、収支均衡のとれた良好な財務運営を行うことができました。しかしなが
ら、大学を取り巻く財務環境が一段と厳しくなっていく中、大学を永続的に維持・発展させていくためには、今後の予算
執行については、なお一層の経費削減に最大限努力するとともに、大学の活性化に繋がる重点施策に対しては実現
に向けて積極的に取り組んでいきたいと考えております。 



１５ 

資　産　の　部 

固定資産計 
有形固定資産 
土地 
建物 
構築物 
教育研究用機器設備 
その他の機器設備 
図書 
車輛 
その他の固定資産 
電話加入権 
敷金 
退職給与引当特定資産 
施設設備拡充引当特定資産 
減価償却引当特定資産 
出資金 
 
流動資産計 
現金・預金 
貯蔵品 
未収入金 
修学・研修旅行費預り資産 
立替金 
仮払金 
資産の部合計 

２０，６０７，２５５ 
１７，９６１，４６６ 
４，１８１，５７５ 
１０，５８１，６４７ 
８０２，４９８ 
８１５，８４４ 
１０１，５８２ 
１，４７３，８４０ 

４，４８０ 
２，６４５，７８９ 

３，２０３ 
６３４ 

１，２８８，１９４ 
６０５，１３３ 
７１５，０５４ 
３３，５７１ 

 
３，２１８，３２８ 
３，０１０，８７７ 

１，０８４ 
１２５，２９５ 
６５，２８１ 
１２，１９１ 
３，６００ 

２３，８２５，５８３ 

２０，８５３，６５５ 
１８，５２９，３９１ 
４，１８１，５７５ 
１０，９４６，４３７ 
８５９，６１２ 
１，０１８，６６７ 
１０３，７５４ 
１，４１４，７２９ 

４，６１７ 
２，３２４，２６４ 

３，２０３ 
６３４ 

１，１９２，９６４ 
６０５，１３３ 
４９０，０５４ 
３２，２７６ 

 
２，８７７，１４４ 
２，６５４，３２５ 

２，００９ 
１３１，３４８ 
７０，１９９ 
１２，８０５ 
６，４５８ 

２３，７３０，７９９ 

△２４６，４００ 
△５６７，９２５ 

０ 
△３６４，７９０ 
△５７，１１４ 
△２０２，８２３ 
△２，１７２ 
５９，１１１ 
△１３７ 

３２１，５２５ 
０ 
０ 

９５，２３０ 
０ 

２２５，０００ 
１，２９５ 

０ 
３４１，１８４ 
３５６，５５２ 
△９２５ 
△６，０５３ 
△４，９１８ 
△６１４ 
△２，８５８ 
９４，７８４ 

科　　目 平成１４年度 平成１３年度 増　減 

〈資産の部〉 
○建物・構築物…減価償却により、合計４２２百万減少した。 
○教育研究用機器備品…枝光校舎（中学・高校男子部）・平野校舎（大学）に対して、パソコン・デジタルコピー機等１４百万の新規投資を行った。ま
た用途変更により１３３百万を「その他の機器備品」に振り替えた。 
○現金・預金…手元流動性を厚くしたため３５７百万増加し、３，０１１百万となり、この額は資金収支決算書支出の部の「次年度繰越支払資金」と一致する。 
〈負債の部〉 
○長期・短期借入金…私学事業団への約定返済により３３３百万円減少した。１５年度中の長期借入金約定返済分３６１百万については短期借入金に振替計上
した。 
○前受金…授業料３１４百万、入学金３４１百万等を中心として８７百万減の８７４百万となった。 
平成１４年度「決算総括」 
○平成１４年度決算では、前年度決算と比較して帰属収入が３３６百万（５．２％）減となったものの、支出削減努力等により２１３百万の消費収入超を計上し
無難な財政運営を行うことができた。 
○しかしながら私学を取り巻く財政環境は今後とも厳しく、本学を永続的に維持・発展させていくためには、様々な改革（施策）を実現していかなけ
ればならず、そのためには相当額の資金投下も必要となる。 
　今後の予算執行については、なお一層の経費削減を行うとともに、教育の質の向上・本学活性化に繋がる施策については実現に向けて積極的に取り
組みたいと考える。 

平成１４年度「貸借対照表」 （単位：千円） 

負　債　及　び　基　本　金　の　部 

固定負債計 
長期借入金 
退職給与引当金 
長期未払金 
 
流動負債計 
短期借入金 
短期未払金 
前受金 
修学・研修旅行費預り金 
預り金 
負債の部合計 
 
科目 
第１号基本金（施設・設備取得） 
第４号基本金（運転資金） 
基本金の部合計 
 
科目 
翌年度繰越消費支出超過額 
消費収支差額の部合計 
 
科目 
負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計 

３，８５１，９１９ 
２，５４８，３１０ 
１，２８９，３１０ 
１４，２９９ 

 
１，４２５，４８０ 
３６１，２３０ 
４６，９０９ 
８７３，９３４ 
６５，４０９ 
７７，９９８ 

５，２７７，３９９ 
 

平成１４年度 
１９，０６５，９８４ 
３９７，０００ 

１９，４６２，９８４ 
 

平成１４年度 
９１４，８００ 
△９１４，８００ 

 
平成１４年度 
２３，８２５，５８３ 

４，２６１，８２４ 
２，９０９，５４０ 
１，３３４，２２１ 
１８，０６３ 

 
１，５３０，３２５ 
３３３，４６０ 
４９，１９９ 
９６０，６１７ 
７０，３５２ 
１１６，６９７ 
５，７９２，１４９ 

 
平成１３年度 
１８，６６９，４０２ 
３９７，０００ 

１９，０６６，４０２ 
 

平成１３年度 
１，１２７，７５３ 
△１，１２７，７５３ 

 
平成１３年度 
２３，７３０，７９９ 

△４０９，９０５ 
△３６１，２３０ 
△４４，９１１ 
△３，７６４ 

 
△１０４，８４５ 
２７，７７０ 
△２，２９０ 
△８６，６８３ 
△４，９４３ 
△３８，６９９ 
△５１４，７５０ 

 
前年比 

３９６，５８２ 
０ 

３９６，５８２ 
 

前年比 
△２１２，９５３ 
２１２，９５３ 

 
前年比 
９４，７８４ 

科　　目 平成１４年度 平成１３年度 増　減 

（単位：千円） 

校舎・寮・体育館
などの建物及び建
物附属設備（空調
など）の額 

返済期限が１年以
上の借入金 

１４年度末に教職員
全員が退職した場
合に支払われる退
職金の見積額 

高校女子部校舎新
築を目的とした引
当金 

教育研究のために
使用される機械設
備等の額 

返済期限が１年以
内の借入金 

財産的な基盤を確
保する額のこと。本
学が安定的かつ永
続的に経営してい
くために必要な額 

翌年度に入学する
学生生徒等から受
入れた授業料・入
学金等 

決算日（３月３１日）
における補助金な
どの未収額 
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〒８０５-８５１３　北九州市八幡東区平野２-５-１ 
　０９３（６７１）８９００ 

１９８０年に創部。バドミントン日本リーグでは、’０２、’０３と２年連続全勝優勝するなど日本
を代表する強豪チームの一つ。多くの選手がナショナルチームに所属し、過去にもオリンピ
ック選手を輩出。 
また女子部出身の潮田玲子（世界ランキング２５位）選手も所属し活躍しています。 
詳しくは公式ホームページ（http://www.sanyo.co.jp/social/badminton/）をご覧ください。 

付属高等学校女子部バドミントン部出身の森かおり選手（平成９年度卒業）がア
テネオリンピックに女子シングルスで出場することが決定しました。 
森選手は女子部卒業後、三洋電機に所属。‘０１年、‘０３年全日本選手権女子シング
ルスで見事全日本チャンピオンに輝きました。現在ナショナルチームにも所属し、
年間１５大会以上の海外遠征を行うなど大活躍しています。ハードスケジュールの
中、世界を転戦して、今年５月１日付け世界ランキングが１３位となり、アテネオ
リンピックへの切符を手に入れました。 

大学、男子部、女子部のバドミントン部の活動を紹介していますので、P３、５、７もご覧ください。 


